
2026 年 10 月 

内部質保証委員会 

2026 年度 東京成徳大学 卒業後アンケート 結果 
調査の概要 
目的:  本学のアセスメント・ポリシーに基づき、卒業後の進路や在学中の教育内容の振り返
りを把握し、今後の教育の質向上に役立てる。 
調査対象:  2024 年度（2025 年 3 月卒）卒業生 449 名 
期間:  2026 年 8 月 7 日 ～ 2026 年 8 月 31 日 
方法:  Web アンケートを郵送にて依頼 
回答者数: 135 名（対象者数 423 名*、回答率 31.9%（前年度 9.4％ 前年比+22.5pt）） 

＊アンケート未着の 26 名を除く 

回答結果 

2-1. 卒業学科別回答者数 

 
対象者数 

（前年） 

回答者数 

（前年） 

今年度回答率 

(%) 

前年度回答率 

(%) 

大学全体 423（469） 135 (44) 31.9 9.4 

国際学科 48（50） 13 (3) 27.1 6.0 

臨床心理学科 94（98） 27 (8) 28.7 8.2 

健康･スポーツ心理学科 37（57） 12 (5) 32.4 8.8 

子ども学科 129（143） 60 (19) 46.5 13.3 

経営学科 115（121） 23 (9) 20.0 7.4 

2-2. 現在の就労・就学状況 

状況 人数 割合(%) 

就職している 123 91.1 

進学している 4 3.0 

無職 8 5.9 



≪2-3～2-7 は「就職している」と回答した 123 名対象≫ 

2-3. 勤務先の主たる業種 

 

 

2-4. 雇用形態 

状況 人数 割合(%) 

①正社員 118 95.9 

②契約社員 3 2.4 

④アルバイト、パートタイム 1 0.8 

⑤個人事業主、フリーランス 1 0.8 
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学術研究、専門・技術サービス業

運輸業、郵便業

建設業

宿泊業、飲食サービス業

電気・ガス・熱供給・水道業

不動産業、物品賃貸業

公務(他に分類されるものを除く）

生活関連サービス業、娯楽業

製造業

その他

金融業、保険業

情報通信業

卸売業、小売業

サービス業(他に分類されないもの）

医療、福祉

教育、学習支援業

①国際学科 ②臨床心理学科 ③健康･スポーツ心理学科 ④子ども学科 ⑤経営学科



2-5. 現在の勤務先状況 

状況 人数 割合(%) 

①現在の勤務先は卒業時と変わらない 107 87.0 

②卒業後に転職をした 16 13.0 

 

2-6. 実社会での能力の必要度 

Q.実社会での経験をふまえて、下記の能力について必要度が当てはまるものを選んでください。  
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1 1 .外国語を使う⼒

1 0 . P Cスキル
（W O R D / E X C E L / P O W E R P O I N T）

9 .⽣成A Iの活⽤スキル

8 .業務に関する知識

7 .⾃分と周囲の関係性を理解する⼒

6 .考えが正しいか検証して
本質を⾒極めようとする⼒
（クリティカルシンキング）

5 .情報を論理的に整理できる⼒
（ロジカルシンキング）

4 .問題を⾒つけて解決⽅法を考える⼒

3 .他者を巻き込む⼒

2 .⼈に分かりやすく話す⼒

1 .主体的に取り組む⼒

必要 ある程度必要 あまり必要ない 必要ない



2-7. 在学時の累計 GPA 値と“実社会で必要と感じた能力“の分析（記名回答 118 名対象） 

 

 



 

 

 

 



 



3.自由記述（全 84 件） 
「学生時代にもっとしっかり学んでおけば良かった」点 
「今後本学が育成にもっと力を入れるべきと思う能力や資質」点 
 
＜主な内容の傾向＞ 
①PC スキル・IT 活用の習得（24 件） 

学科 業種 内容（抜粋） 
子ども学科 不動産業、物品賃貸業 Word、Excel など基本的な PC スキルについて子ども

学部ではあまり濃く学習することが無かったですが、
社会人として今後かなり必要だと思うのでその点をも
う少し学んでおけば良かったと思っています。 

経営学科 学術研究、専門・技術
サービス業 

IT 業種に進んだため、生成 AI や PC についての範囲
をしっかり学んでおけば良かったと感じた。 

②語学力の向上（16 件） 
学科 業種 内容（抜粋） 

臨床心理学科 卸売業、小売業 英語を必須科目にした方が良いかと思います。すごく
難しい事を学ばなくても普段から英語を取り入れてい
ないと高校までに学んだ事も忘れてしまいます 

健康･スポー
ツ心理学科 

医療、福祉 外国人の方と関わる機会が多いため、英語を学んでお
けばよかったと思いました。 

③実践的な学び・現場で役立つ専門技術の習得（24 件） 
学科 業種 内容（抜粋） 

国際学科 卸売業、小売業 様々な立場の違う人との関わる能力を学生時代に伸ば
せたらよいと思いました。立場や環境が異なる方と関
わる実社会において、他者を尊重し、その中で自分の
会社や自分の意見を通す力が不足していると感じまし
た。そのためには、大学としてサークル活動や地域の
活動に力を入れるべきと感じました。 

子ども学科 教育、学習支援業 もっと実践的な学びに対しての想像を膨らませたり、
考えたりしようとする自分の姿勢が大切だった。ま
た、保護者との会話の際に大切な言葉の選択の仕方、
ある程度丁寧な言葉、相手に寄り添うような言い方も
学べたらもっとよい。 



＜参考資料＞アンケート質問項目 
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